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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】令和1年10月10日(2019.10.10)

【公開番号】特開2017-114110(P2017-114110A)
【公開日】平成29年6月29日(2017.6.29)
【年通号数】公開・登録公報2017-024
【出願番号】特願2016-169214(P2016-169214)
【国際特許分類】
   Ｂ２９Ｃ  67/00     (2017.01)
   Ｂ３３Ｙ  30/00     (2015.01)
   Ｂ３３Ｙ  10/00     (2015.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２９Ｃ   67/00     　　　　
   Ｂ３３Ｙ   30/00     　　　　
   Ｂ３３Ｙ   10/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年8月29日(2019.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複合構造体（２０２）を製造するシステム（２００）であって、
　複合構造体の構成要素を支持するように構成された表面（２１２）、及び前記表面（２
１２）が分割されてできる複数の温度ゾーン（２１６）を提供するように構成された複数
の加熱／冷却デバイス（２１４）を有するツール（２０４）であって、前記複数の加熱／
冷却デバイス（２１４）及びそれにより前記複数の温度ゾーン（２１６）が、多次元アレ
イに配列され、前記構成要素からの前記複合構造体（２０２）の製造中に前記構成要素の
うちの１つの構成要素の温度を局所的に加熱、冷却又は維持するように独立に制御可能で
ある、ツール（２０４）；
　空間的に分布した複数のそれぞれの点において前記構成要素の特性を感知し、それに対
応するセンサデータを提供するように構成された複数のセンサ（２０６）であって、前記
複数のセンサの各センサが、前記複数の温度ゾーンのそれぞれの温度ゾーンに関連付けら
れ、それぞれの温度ゾーンにおける前記複合構造体の前記特性を感知するように構成され
ている、複数のセンサ；
　前記複数のセンサ（２０６）に接続され、前記構成要素又は前記複合構造体の所望の製
造品質を示す前記構成要素又は前記複合構造体の定められた品質目標を達成するための制
御データを生成するように構成された機械学習アルゴリズムに前記センサデータを適用す
るように構成された計算デバイス（２０８）；並びに
　前記計算デバイス（２０８）及び前記ツールに接続され、前記構成要素又は前記複合構
造体を前記定められた品質目標へ進めるための前記制御データに従って、前記構成要素の
温度を局所的に加熱、冷却又は維持するために、前記複数の加熱／冷却デバイス（２１４
）及びそれにより前記複数の温度ゾーン（２１６）を独立に制御するように構成されたコ
ントローラ（２１０）、を備え、
　前記構成要素からの前記複合構造体（２０２）の製造中の複数の時期に、前記複数のセ
ンサ（２０６）が、前記特性を感知し、それに対応するセンサデータを提供するように構
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成され、前記計算デバイス（２０８）が、前記センサデータを前記機械学習アルゴリズム
に適用するように構成され、前記コントローラ（２１０）が、前記複数の加熱／冷却デバ
イス（２１４）及びそれにより前記複数の温度ゾーン（２１６）を独立に制御するように
構成され、前記機械学習アルゴリズムは、前記構成要素又は前記複合構造体が前記定めら
れた品質目標に進むのを増進させることを、前記複数の時期にわたって学習する、システ
ム。
【請求項２】
　前記複合構造体の前記構成要素が、樹脂を予め含浸された又は樹脂を注入されるべき繊
維のベッドを含み、前記複数の加熱／冷却デバイス（２１４）及びそれにより前記複数の
温度ゾーン（２１６）が、前記樹脂の温度を局所的に加熱、冷却、又は維持するように独
立に制御可能である、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記構成要素の前記特性が、前記樹脂の有無、温度、圧力若しくは硬化度、又は前記繊
維のベッドの面外ゆがみである、請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記複合構造体（２０２）の製造が、前記繊維のベッドに樹脂を注入するための前記繊
維のベッドにわたる樹脂のフローを含み、前記構成要素又は前記複合構造体の前記定めら
れた品質目標が、樹脂の前記フローのフロント（４０２）の所望の形状を含み、
　前記機械学習アルゴリズムが、樹脂の前記フローの前記フロント（４０２）の前記所望
の形状を達成するための制御データを生成するように構成され、前記コントローラ（２１
０）が、前記樹脂の粘度を局所的に制御し、それにより樹脂の前記フローの前記フロント
（４０２）を前記所望の形状に進路誘導するために、前記樹脂の温度を局所的に加熱、冷
却又は維持するように、前記複数の加熱／冷却デバイス（２１４）及びそれにより前記複
数の温度ゾーン（２１６）を独立に制御するように構成される、請求項３に記載のシステ
ム。
【請求項５】
　前記構成要素の前記特性が、樹脂の有無であり、前記計算デバイスが、前記機械学習ア
ルゴリズムに前記センサデータを適用するように構成されることが、少なくとも、
　空間的に分布した前記複数のそれぞれの点において樹脂の有無を示す前記繊維のベッド
のバイナリイメージビットマップを生成し、
　前記ビットマップから樹脂の前記フローのフロントの輪郭を抽出して、一群のベクトル
点を生成し、
　前記一群のベクトル点のベクトル点に沿って、空間的に分布した前記複数のそれぞれの
点のうちの少なくとも一部の各点における曲率を測定し、それにより、空間的に分布した
前記複数のそれぞれの点のうちの少なくとも一部の各々においてペナルティ又は報酬を曲
率の統計値に基づいて選択的に適用するように構成された機械学習アルゴリズムへの適用
のための曲率の統計値を生成するように、
構成されることを含む、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記機械学習アルゴリズムがペナルティ又は報酬を選択的に適用するように構成される
ことは、空間的に分布した前記複数のそれぞれの点のうちの少なくとも一部の各点につい
て、ペナルティ又は報酬を、それぞれ、前記点における大きい曲率又は小さい曲率に対し
て選択的に適用するように構成されることを含み、前記機械学習アルゴリズムが、樹脂の
前記フローの真っ直ぐなフロントの前記定められた品質目標を達成するための制御データ
を生成するように構成される、請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　複合構造体を製造する方法であって、
　ツールの表面上に複合構造体の要素を支持することであって、複数の加熱／冷却デバイ
スが、前記表面が分割されてできる複数の温度ゾーンを提供するように構成され、前記複
数の加熱／冷却デバイス及びそれにより前記複数の温度ゾーンが、多次元アレイに配列さ



(3) JP 2017-114110 A5 2019.10.10

れ、構成要素からの前記複合構造体の製造中に構成要素のうちの１つの構成要素の温度を
局所的に加熱、冷却又は維持するように独立に制御可能である、支持すること（３０２）
；
　複数のセンサによって、空間的に分布した複数のそれぞれの点において前記構成要素の
特性を感知し、それに対応するセンサデータを提供すること（３０４）であって、前記複
数のセンサの各センサは、前記複数の温度ゾーンのそれぞれの温度ゾーンに関連付けられ
、それぞれの温度ゾーンにおける前記複合構造体の前記特性を感知するように構成されて
いる、センサデータを提供すること；
　前記構成要素又は前記複合構造体の所望の製造品質を示す前記構成要素又は前記複合構
造体の定められた品質目標を達成するための制御データを生成する機械学習アルゴリズム
に前記センサデータを適用すること（３０６）；並びに
　前記構成要素又は前記複合構造体を前記定められた品質目標へ進めるための前記制御デ
ータに従って、前記構成要素の温度を局所的に加熱、冷却又は維持するように、前記複数
の加熱／冷却デバイス及びそれにより前記複数の温度ゾーンを独立に制御すること（３０
８）、を含み、
　前記特性を感知し、それに対応するセンサデータを提供すること、前記センサデータを
前記機械学習アルゴリズムに適用すること、並びに前記複数の加熱／冷却デバイス及びそ
れにより前記複数の温度ゾーンを独立に制御することが、前記構成要素からの前記複合構
造体の製造中の複数の時期において起こり、前記機械学習アルゴリズムは、前記構成要素
又は前記複合構造体が前記定められた品質目標に進むのを増進させることを、前記複数の
時期にわたって学習する、方法。
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